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あそびの要素を高めた指導との出会い

大学では、教育学部学校教員養成課程の保健体育専修で

スポーツ方法学の研究室に所属し、いかに運動をうまく習得

するかを学んでいました。当時、小学校や中学校の体育の先

生を目指していた筆者は、子どもたちに「できた」の成功体

験を届けるために段階的な練習指導を考えていました。大学

4 回生の時に縁あって見学した幼児体育の現場で、保育園の

1 歳児クラスから 5 歳児クラスの子どもを対象とした指導と

出会いました。指導の中に見た子どもたちの発達の成長過程

に心引かれた筆者は、大学卒業後の就職を機に幼児体育・学

童体育の世界に入ることにしました。

体育講師になりたての当初、子どもたちに「できた」の成

功体験を届けるはずが、ことごとくうまくいかず、大失敗の

連続でした。子どもの年齢が低くなればなるほど、講師の言

うことを聞かない子や体育をやらない子が出ていました。ま

た、学童の子どもたちになってくると、はっきりと「つまら

ない」や「参加したくない」「自由遊びがしたい」などと子

どもが連呼し、参加拒否を訴える子ども達に対して学童指導

員が「せっかく来てくださっているのにそんなこと言わない
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の！！」という言葉が出るようになっていました。子どもたち

に「できた」の成功体験を伝え、運動が楽しいと思ってもら

うべく一生懸命に練習メニューを考えて行っていましたが、

子どもたちにとっては私が行う運動の時間が苦痛の時間と

なっており、当時はかなり自信を失い、この仕事が自分に向

いていないと思う日々でした。

そんな日々を過ごす中で、あらゆる本や指導動画、さま

ざまな団体の研修や講座などでひたすら学びました。また、

受講した講座で実際に実践している講師を見つけると実際

の指導現場を見学させていただいたり、子どもの運動あそび

の場である公園やアミューズメント施設、野外施設などをめ

ぐったりと子どもが楽しいと思える運動指導とは何かを常に

探していました。

その中で出会ったのが「あそび」です

さっそく実際の指導現場で「あそび」の要素を大切に試

行錯誤しながら指導を展開しました。すると、子どもたちの

反応が一変しました。幼児や学童の指導現場では、静かだっ

た子ども達が「キャーキャー」という楽しそうな笑顔に変わ

り、参加しない子は、どんどんいなくなりました。学童にお

いては、子どもたちの会話が「今日は何するの？」「またし

たい！！」「次はいつくるの？」などと変わり、普段から室内

あそびを好んでいる子も外で遊びだす姿が見られるようにな

りました。



子どもには、子どもの発達に合った運動のかかわり方が

あり、スポーツにおいても子ども達の発達に合った「あそ

び」の要素を含むスポーツ（大人のルールで行われない）が

大切だと実感しました。子ども達は常に「あそび」の中で成

長していくことに気づいた瞬間でした。

子どもの　子どもによる　子どものための　運動（スポーツ）

「あそびながら高めるこころとからだ」を基本軸とした指

導展開は、今まで「頑張れ」と言って苦労していた運動の習

得もいつの間にか自然と習得できるようになり、参加しな

かった子が参加し、積極的に挑戦するようになりました。ま

た、指導の時間だけでなく、普段の自由時間の過ごし方も変

化が見られるようになりました。保育園や学童の自由時間に

運動あそびをする姿や家庭での自由な時間も運動あそびをす

る様子が保護者より聞かれるようになり、集団生活では、子

どもたちが自然とルールを守ったり、話を聞けるようになっ

たりと運動あそびを通して生活面における変化も聞くように

なりました。

「あそび」には、無限の可能性がある！！

運動あそびには、運動能力を高め、体力を育むというか

らだの動きだけでなく、友達とのかかわり方や課題を解決

する工夫、集団生活をする上でのマナー、課題への挑戦心と

は じ め に　�
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いったこころの動きにも大きく影響を及ぼす力があります。

それは、総合的な人間形成にとってとても大切であり、運動

あそび指導の中で総合的な人間形成を含む教育的なねらいを

組み込むことで、すべての子どもたちが楽しみながらからだ

とこころの成長を育むことができます。

そんな、「あそび」の中から育む究極の運動指導・スポー

ツ指導「あそびがもたらす最高の教育」を現在も実践研究し

ながら突き詰めて活動しております。



どんな子どもも活発になる運動 ASOBI 指導
─ あそびがもたらす最高の教育 ─
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